
印
度
本
節
用
集
に
お
け
る
朱
引
の
研
究

梶

本

蓮

中
世
の
辞
書
の
中
に
は
、
朱
墨
で
書
き
入
れ
の
さ
れ
た
も
の
が
存
在
す

る
。
そ
の
書
き
入
れ
に
は
種
類
が
あ
り
、
形
や
使
わ
れ
方
か
ら
訓
点
、
合

点
、
朱
引
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
訓
点
や
合
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
体
系

的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
朱
引
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
研

究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
節
用
集
に
着
目
し
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
朱
引

と
は
異
な
る
朱
引
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
後
、
節
用
集
諸
本
の

系
統
と
朱
引
の
関
係
、
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
編
纂
者
と
朱
引
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

一

朱
引
と
は

「
朱
引
」
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
で
は
「
漢
籍
を

読
む
際
の
記
号
の
一
つ
。
地
名
・
国
名
・
人
名
・
書
名
な
ど
を
普
通
名
詞

と
区
別
す
る
た
め
に
字
の
左
右
や
中
央
に
朱
線
を
引
く
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
線
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
朱
引
を
字
の
左
右
や
中
央
に
付
す
こ
と
で
、

そ
の
字
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
判
別
し
た
。

具
体
的
な
朱
引
の
引
き
方
に
つ
い
て
、
例
え
ば
天
正
十
八
年
本
『
節
用

集
』
に
あ
る
「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」
に
は
、「
右
キ
所
中
ハ
人
ノ
名
左
ヲ

ハ
官
ノ
朱
引
ト
兼
テ
知
ル
ヘ
シ
二
ツ
引
中
ノ
白
キ
ハ
物
ノ
本
左
ノ
二
ツ
ハ

年
号
ソ
カ
シ
」
と
い
っ
た
書
き
入
れ
が
あ
る
。「
右
キ
所
」
と
は
、
右
の

朱
引
は
「
所
」
を
表
す
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
二
ツ
引
中
ノ
白
キ
ハ
物

ノ
本
」
と
は
、
中
の
管
朱
引
は
「
物
ノ
本
」
を
表
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
管
朱
引
に
つ
い
て
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
管
朱
引
」
の
項

で
は
「
書
物
の
中
の
年
号
、
官
位
、
地
名
、
人
名
、
書
名
な
ど
に
、
た
ん

ざ
く
形
の
し
る
し
を
朱
で
書
き
入
れ
る
こ
と
。」
と
あ
る
。
朱
引
は
一
本

の
線
な
の
に
対
し
、
管
朱
引
は
た
ん
ざ
く
形
で
あ
る
と
こ
と
に
特
徴
が
あ

る
。
た
だ
し
、
管
朱
引
は
必
ず
し
も
た
ん
ざ
く
形
で
は
な
く
、
単
な
る
二

本
線
で
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
永
禄
二
年
本
『
節
用
集
』
の
「
事
文
類

聚
」（
三
三
頁
）
に
見
ら
れ
る
朱
引
で
は
た
ん
ざ
く
の
下
辺
が
欠
け
て
い
る

た
め
、
二
本
線
の
朱
引
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
た
ん
ざ
く
形

の
朱
引
と
二
本
線
の
朱
引
と
の
両
者
に
使
い
方
の
差
は
見
ら
れ
ず
、
同
等

の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
朱
引
約
束
之
歌
」
以
外
で
朱
引
の
引
き
方
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、『
倭
読
要
領
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
倭
読
要
領
』
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一



此
方
ノ
学
者
ノ
点
法
ニ
朱
ビ
キ
ト
イ
フ
コ
ト
ア
リ
地
名
ニ
ハ
字
ノ
右

ニ
単
画
シ
国
名
ニ
ハ
字
ノ
右
ニ
双
画
シ
人
名
ニ
ハ
字
ノ
中
ニ
単
画
シ

官
名
ニ
ハ
字
ノ
左
ニ
単
画
シ
書
名
ニ
ハ
字
ノ
中
ニ
双
画
シ
年
号
ニ
ハ

字
ノ
左
ニ
双
画
ス
（
巻
下
・
三
オ
）

「
単
画
」・「
双
画
」
と
い
っ
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
一
条
の
朱
引
・
二
条
の
朱
引
（
管
朱
引
）
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。

「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」
と
比
較
す
る
と
、『
倭
読
要
領
』
の
み
右
の
管
朱

引
が
国
名
を
表
す
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
同
様
の
引
き
方

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
朱
引
の
引
き
方
は
、
こ
れ
ら
と

若
干
の
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。

管
朱
引
左
は
年
号
右
官
位
中
は
書
物
の
名
と
覚
ゆ
へ
し

―
朱
引
左
は
物
の
名
右
名
所
中
は
故
人
の
名
と
ぞ
知
へ
し（

巻
第
十
五
）

「
官
」
に
関
係
す
る
朱
引
は
、『
倭
読
要
領
』
や
「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」

で
は
左
一
条
の
朱
引
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
右
の
管
朱
引
が
「
官

位
」
を
表
す
と
あ
る
。
ま
た
、
左
一
条
の
朱
引
で
あ
る
「
物
の
名
」
は
他

で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
各
文
献
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
朱
引
の
ル
ー
ル
の
う
ち
、
言
及
が
な
か
っ
た
も
の
は
「
○
」

で
表
し
て
い
る
。
朱
引
の
引
き
方
は
、
諸
本
で
お
お
よ
そ
一
致
す
る
も
の

の
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
。
朱
引
は
引
い
た
箇
所
で
そ
の
字
の
意
味
を

区
別
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
ル
ー
ル
は
様
々
で
あ
る
。

表
一

『
和
漢
三
才
図
会
』、『
倭
読
要
領
』、「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」
に
お
け
る

朱
引
の
ル
ー
ル

二

印
度
本
節
用
集
に
お
け
る
朱
引

本
稿
で
は
印
度
本
節
用
集
の
う
ち
、
黒
本
本
・
弘
治
二
年
本
・
永
禄
二

年
本
・
堯
空
本
・
両
足
院
本
・
和
漢
通
用
集
の
六
種
の
イ
部
か
ら
ソ
部
ま

で
の
朱
引
を
調
査
し
た①

。
な
お
、
こ
の
範
囲
で
朱
引
の
あ
っ
た
箇
所
は
、

黒
本
本
が
三
三
一
例
、弘
治
二
年
本
が
五
例
、永
禄
二
年
本
が
三
九
五
例
、

堯
空
本
が
二
一
〇
例
、
両
足
院
本
が
四
〇
六
例
、
和
漢
通
用
集
が
三
〇
四

例
で
あ
る
。

印
度
本
節
用
集
に
お
け
る
朱
引
は
、
右
一
条
・
中
一
条
・
左
一
条
・
中

二
条
の
四
種
類
が
存
在
す
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
や
『
倭
読
要
領
』
で

は
左
二
条
や
右
二
条
の
朱
引
を
認
め
て
い
た
が
、
調
査
範
囲
内
で
こ
れ
ら

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
天
正
十
八
年
本
『
節
用
集
』
の
「
書

物
朱
引
約
束
之
歌
」
で
は
右
二
条
の
朱
引
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
。
同
じ

二

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
三
二
号
・
二
〇
二
一
年
六
月

朱
引
の
種
類

文
献
名

一
条
の
朱
引
・
単
画

管
朱
引
・
双
画

左

中

右

左

中

右

和
漢
三
才
図
会

物
の
名

故
人
の
名

名
所

年
号

書
物

官
位

倭
読
要
領

官
名

人
名

地
名

年
号

書
名

国
名

書
物
朱
引
約
束

之
歌

官

人
ノ
名

所

年
号

物
ノ
本

○



節
用
集
の
中
で
、何
か
共
通
理
解
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」
と
全
く
同
じ
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
朱
引
が
引
か

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
お
、
今
回
調
査
し
た
朱
引
は
、
訓
点
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も

し
訓
点
で
あ
れ
ば
、
音
訓
の
読
み
の
区
別
を
示
す
が
、
例
え
ば
黒
本
本
の

「
稲
妻
」
項
注
の
「
日
本
」（
二
ウ
）
に
は
右
の
朱
線
で
あ
る
の
に
対
し
、「
求

食
火
」
項
注
の
「
日
本
紀
」（
二
ウ
）
は
中
の
管
朱
引
で
あ
る
。
語
の
読
み

方
に
よ
っ
て
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
語
の
意
味
に
よ
っ
て
線

が
引
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
朱
線
は
訓
点

で
は
な
く
、
朱
引
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
一
〕
右
の
朱
引
と
中
の
朱
引

「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」
に
は
「
右
キ
所
」
と
あ
り
、
右
の
朱
引
は
場

所
を
表
す
朱
引
で
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
印
度
本
節
用
集
に
お
い
て
、
ほ

と
ん
ど
が
場
所
を
表
す
名
詞
を
右
の
朱
引
で
表
し
て
い
た
。

例
外
と
し
て
は
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
点
目
は
、
場
所
を
表

す
名
詞
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
の
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
る
例
で
あ

る
。
黒
本
本
で
「
―
―
―
―
―
―
―
推
枕
軒
中
聴
雨
眠
」（
一
三
オ②
）
全
体

に
右
の
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
人
間
万
事
塞
翁
馬
推

枕
軒
中
聴
雨
眠
」
と
い
う
句
全
体
で
地
名
を
表
す
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
は

本
来
な
ら
ば
朱
の
傍
点
が
付
さ
れ
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
黒
本
本
で
は
、

中
の
管
朱
引
を
左
の
朱
引
で
代
用
し
て
文
字
の
線
と
の
重
な
り
を
避
け
る

傾
向
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
周
囲
に
字
が
多
く
あ
る
た
め
、

朱
の
傍
点
を
線
に
す
る
こ
と
で
見
や
す
さ
を
確
保
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
点
目
の
例
外
は
、
場
所
の
名
詞
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
以
外
の

朱
引
が
付
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
の
例
は
弘
治
二
年
本
で
見
ら
れ

る
。「
一
閉
伊
」（
三
頁
）
と
「
奥
州
」（
三
頁
）
の
朱
引
は
、
弘
治
二
年
本

の
み
中
の
朱
引
で
、
そ
れ
以
外
の
印
度
本
節
用
集
で
は
右
の
朱
引
が
付
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
朱
引
が
弘
治
二
年
本
の
み
中
の
朱
引
で
あ
る

か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
例
外
を
除
け
ば
、
場
所
を
表
す
名
詞
に
は
右
の
朱
引
が

付
さ
れ
て
い
る
。『
倭
読
要
領
』
で
も
右
の
朱
引
は
「
地
名
」
と
表
現
し

て
お
り
、
森
ま
さ
し
氏
は
文
禄
本
『
平
家
物
語
』
の
朱
引
に
つ
い
て
「
文

禄
本
の
朱
引
の
使
い
方
を
概
観
す
る
と
、
人
名
で
あ
る
事
を
示
す
中
朱
引

と
、
場
所
で
あ
る
事
を
表
す
右
朱
引
に
関
し
て
の
み
「
朱
引
約
束
之
歌
」

の
凡
例
通
り
に
な
っ
て
お
り
、
問
題
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
」（
森
二
〇
〇
二
：

四
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
右
の
朱
引
が
地
名
を
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
当

時
あ
る
程
度
広
ま
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
森
氏
の
指
摘
通
り
、
中
の
朱
引
に
つ
い
て
も
相
違
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。「
朱
引
約
束
之
歌
」
で
は
「
中
ハ
人
ノ
名
」
と
あ
り
、
中
の
朱
引

は
人
名
を
表
す
が
、こ
れ
は
六
種
の
印
度
本
節
用
集
で
も
共
通
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
地
名
に
中
の
朱
引
を
付
す
例
が
弘
治
二
年
本
に
あ
る
こ
と
は
先

述
し
た
通
り
で
あ
る
。

〔
二
〕
左
の
朱
引
と
中
の
管
朱
引

「
朱
引
約
束
之
歌
」で
は「
左
ヲ
ハ
官
」・「
二
ツ
引
中
ノ
白
キ
ハ
物
ノ
本
」

三

印
度
本
節
用
集
に
お
け
る
朱
引
の
研
究



と
あ
り
、
こ
の
通
り
で
あ
れ
ば
左
の
朱
引
は
官
名
を
表
し
、
中
の
管
朱
引

は
書
名
を
表
す
。
し
か
し
、
今
回
検
討
し
た
六
種
の
印
度
本
節
用
集
に
お

い
て
こ
の
法
則
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
左
の
朱
引
も
中
の
管
朱
引
も
書
名

を
表
し
、
官
名
を
表
す
朱
引
は
見
当
た
ら
な
い
。

書
名
を
表
す
二
つ
の
朱
引
は
、同
じ
節
用
集
の
中
で
も
共
存
し
て
い
る
。

例
え
ば
黒
本
本
は
「
万
葉
」（
二
ウ
）
や
「
史
記
」（
三
ウ
）
は
左
の
朱
引
で

あ
る
が
、「
日
本
紀
」（
二
ウ
）
や
「
淮
南
子
」（
一
三
オ
）
は
中
二
条
の
朱

引
で
あ
る
。
永
禄
二
年
本
で
は
「
万
葉
」（
二
頁
）
や
「
日
本
紀
」（
二
頁
）

は
左
の
朱
引
で
あ
る
が
、「
史
記
」（
三
頁
）
や
「
淮
南
子
」（
三
〇
頁
）
は

中
二
条
の
朱
引
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
書
名
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

同
じ
節
用
集
の
中
で
も
朱
引
が
異
な
る
の
で
あ
る
（
表
二
参
照
）。
そ
も
そ

も
『
倭
読
要
領
』・『
和
漢
三
才
図
会
』・「
書
物
朱
引
約
束
之
歌
」
で
は
い

ず
れ
も
中
の
管
朱
引
が
書
物
を
表
す
も
の
だ
と
し
て
お
り
、
左
の
朱
引
で

書
名
を
表
す
と
い
っ
た
ル
ー
ル
は
こ
れ
ら
に
は
な
い
。

表
二

朱
引
の
種
類
が
異
な
る
語
句

ま
た
、
複
数
の
引
き
方
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
イ
部
か
ら
ソ
部
と
い
う

限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、
主
流
と
な
る
朱
引
が
存
在
す
る
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
（
表
三
参
照
）。

書
名
を
表
す
際
、
例
え

ば
黒
本
本
は
左
の
朱
引

の
方
が
多
く
使
わ
れ
て

お
り
、
左
の
朱
引
が
主

流
の
よ
う
で
あ
る
。
一

方
で
永
禄
二
年
本
は
中

二
条
の
朱
引
を
多
く

使
っ
て
お
り
、
中
二
条

の
朱
引
が
主
流
の
よ
う
で
あ
る
。

黒
本
本
は
左
の
朱
引
が
主
流
で
、
和
漢
通
用
集
は
中
二
条
の
朱
引
が
主

流
で
あ
る
こ
と
を
見
る
と
、
節
用
集
同
士
の
関
係
性
と
朱
引
の
ル
ー
ル
と

に
は
関
係
性
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
堯
空
本
と
両
足
院
本
に
つ
い

て
も
、
堯
空
本
は
中
二
条
の
朱
引
が
主
流
で
、
両
足
院
本
は
左
の
朱
引
が

主
流
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
朱
引
は
他
本
か
ら
ル
ー
ル
が
継
承
さ
れ
る
も

の
と
い
う
よ
り
、
各
節
用
集
独
自
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

「
朱
引
約
束
之
歌
」
の
ル
ー
ル
に
基
づ
け
ば
、
書
名
を
表
す
際
に
中
の

管
朱
引
を
主
流
と
す
る
和
漢
通
用
集
・
永
禄
二
年
本
・
堯
空
本
は
原
則
通

り
で
あ
る
一
方
、
左
の
朱
引
を
主
流
と
す
る
黒
本
本
・
両
足
院
本
は
例
外

に
な
る
こ
と
は
見
て
と
れ
る
。

な
お
、
書
名
を
表
す
左
朱
引
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
仮
説
の
一

つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
官
名
を
表
す
朱
引
を
節
用
集
で
は
必
要
と
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語
句

節
用
集

「
万
葉
」

「
史
記
」

「
日
本
紀
」
「
淮
南
子
」

黒
本
本

左

左

中
二
条

中
二
条

永
禄
二
年
本

左

中
二
条

左

中
二
条

朱
引

節
用
集

左

中
二
条

合
計

黒
本
本

44

5

49

和
漢
通
用
集

2

19

21

永
禄
二
年
本

2

49

51

堯
空
本

5

13

18

両
足
院
本

41

3

44

表
三

書
名
の
朱
引
（
左
・
中
二
条
）
の
数



し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
物
語
文
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
「
大
納

言
」
が
人
名
で
あ
る
の
か
官
名
で
あ
る
の
か
は
文
脈
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、こ
れ
を
区
別
す
る
た
め
に
朱
引
が
使
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、

節
用
集
に
は
人
名
門
・
官
名
門
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
人
名
と
官
名
を
朱
引
で
区
別
す
る
必
要
性
が
な
く
、
左
の
朱
引
が
失

わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
左
朱
引
へ
の
理
解
は
、
節
用
集
以
外
で
も
応
用
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。
森
氏
は
、
文
禄
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
朱
引
に

つ
い
て
、
右
の
朱
引
と
中
の
朱
引
は
「
朱
引
約
束
之
歌
」
の
凡
例
通
り
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
、「「
左
ヲ
バ
官
ノ
朱
引
」
と
あ
る
が
、
し
か
し
、

官
職
以
外
に
も
左
朱
引
さ
れ
る
事
項
は
多
く
見
ら
れ
る
」（
森
二
〇
〇
二
：

四
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
右
と
中
の
朱
引
に
問
題
は
な
く
、
左
の
朱
引
に

ブ
レ
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
今
回
の
内
容
と
共
通
し
て
い
る
。『
平
家
物

語
』
の
よ
う
な
物
語
文
に
お
い
て
左
の
朱
引
が
官
名
以
外
を
表
す
と
す
れ

ば
、
先
の
仮
説
に
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
先
の
仮
説
で
は
、
左
の
朱
引
は

「
人
名
と
区
別
さ
れ
た
官
名
」
と
な
る
た
め
、
そ
も
そ
も
官
名
を
表
さ
な

い
と
な
れ
ば
、
左
の
朱
引
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
説
明
で
き
な
い
。

お
そ
ら
く
左
の
朱
引
は
、
人
名
と
官
名
を
区
別
す
る
た
め
に
存
在
し
た
の

で
は
な
く
、「
地
名（
右
の
朱
引
）と
人
名（
中
の
朱
引
）以
外
を
表
す
」
と
い
っ

た
意
味
で
使
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
「
そ
れ
以
外
」
と
い
う
も
の

が
、『
平
家
物
語
』
の
よ
う
な
物
語
な
ら
ば
官
名
に
な
り
、
節
用
集
な
ら

ば
書
名
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。『
和
漢
三
才
図
会
』で
は
左
の
朱
引
を「
物

の
名
」
と
表
現
し
て
い
る
の
も
、「
物
」
は
広
い
範
囲
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
先
の
よ
う
な
朱
引
の
理
解
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
左
の
朱
引
を
「
地
名
と
人
名
以
外
」
と
し
た
場
合
、
管
朱

引
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
あ
く
ま
で
仮
説
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
節
用
集
や
『
平
家
物
語
』
以
外
に

付
さ
れ
た
朱
引
を
広
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三

朱
引
の
規
範
意
識

節
用
集
同
士
の
相
互
関
係
と
、
朱
引
の
ル
ー
ル
と
に
関
連
性
が
な
い
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
の
た
め
、印
度
本
節
用
集
に
お
け
る
朱
引
は
、

節
用
集
の
テ
ク
ス
ト
と
共
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
に
付
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
今
回
調
査
し
た
印

度
本
節
用
集
は
全
て
、
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い

る
。
節
用
集
に
は
必
ず
朱
引
が
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
中
で
も
印

度
本
節
用
集
は
、
今
回
調
査
し
た
範
囲
に
は
限
る
も
の
の
、
朱
引
が
多
く

付
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
特
殊
な
立
ち
位
置
に
あ
る
の
が
、
弘
治
二
年
本
で
あ
る
。
弘

治
二
年
本
は
ほ
と
ん
ど
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
全
体
を
通

し
て
朱
墨
の
書
き
入
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
他
の
印
度
本
節
用
集
と
性
格

が
異
な
る
。
例
え
ば
、
他
の
印
度
本
節
用
集
は
全
て
の
門
名
に
朱
の
合
点

が
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
弘
治
二
年
本
は
一
部
の
門
名
に
し
か
朱
の

書
き
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
書
き
入
れ
も
、
合
点
の
よ
う
な
斜
め

の
線
で
は
な
く
、
門
名
を
四
角
で
囲
ん
で
お
り
、
他
の
印
度
本
節
用
集
と
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は
異
な
る
。

朱
の
書
き
入
れ
が
一
部
に
し
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え

ば
イ
部
・
ロ
部
・
ハ
部
は
天
地
門
の
み
を
四
角
で
囲
っ
て
お
り
、
そ
の
他

の
門
に
は
何
も
書
き
入
れ
が
な
い
。
そ
し
て
ニ
部
で
は
天
地
門
に
す
ら
書

き
入
れ
が
な
く
な
る
が
、
こ
の
後
の
ホ
部
で
は
全
て
の
門
名
（
天
地
・
草
木
・

財
宝
・
食
物
・
人
倫
・
人
名
・
支
体
・
畜
類
・
言
語
進
退
）
を
四
角
で
囲
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ト
部
を
過
ぎ
る
と
、
最
後
ま
で
朱
の
書
き
入
れ
は
見
ら
れ
な
く

な
る
。

弘
治
二
年
本
は
そ
の
朱
の
書
き
入
れ
の
少
な
さ
だ
け
で
な
く
、
朱
引
の

引
き
方
で
も
特
殊
で
あ
る
。「
一
閉
伊
」（
三
頁
）
と
「
奥
州
」（
三
頁
）
は

弘
治
二
年
本
以
外
の
節
用
集
で
は
右
の
朱
引
な
の
に
対
し
、
弘
治
二
年
本

の
み
中
に
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
一
閉
伊
」
も
「
奥
州
」
も
場
所
を

表
す
名
詞
で
右
の
朱
引
が
付
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
中
の
朱
引
が
付
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
弘
治
二
年
本
だ
け
独
自
の
ル
ー
ル
、
す
な
わ
ち
「
弘

治
二
年
本
で
は
場
所
を
表
す
名
詞
に
中
の
朱
引
を
施
す
」
と
い
う
ル
ー
ル

が
採
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
く
場
所
を
表
す

「
一
部
」（
三
頁
）
や
「
印
度
」（
三
頁
）、「
天
竺
」（
三
頁
）
に
は
右
の
朱
引

が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
一
閉
伊
」
は
「
一
部
」
の
言
い
換
え
で

あ
り
、こ
れ
ら
に
別
の
朱
引
が
付
さ
れ
る
の
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
た
め
、

弘
治
二
年
本
に
独
自
の
ル
ー
ル
が
存
在
し
た
の
で
は
な
く
、
単
な
る
誤
用

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

誤
用
だ
と
す
る
と
、
朱
引
を
付
し
た
者
は
、
語
句
の
意
味
を
考
慮
せ
ず

に
朱
引
を
付
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。「
或
作
」
の
次
に
く
る
語
句
は
言
い

換
え
で
あ
る
た
め
、
仮
に
朱
引
を
付
す
語
句
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
見
出
し
語
と
同
じ
朱
引
を
付
せ
ば
良
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
誤
っ
た
朱
引
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
朱
の
書
き
入
れ
が
極
端

に
少
な
い
こ
と
を
加
え
る
と
、
弘
治
二
年
本
で
は
こ
う
し
た
朱
の
書
き
入

れ
を
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
朱
の
書
き
入
れ
を
重
要
視
し
て
い

な
か
っ
た
弘
治
二
年
本
で
も
、
少
な
い
と
は
い
え
な
ぜ
一
部
で
朱
引
が
見

ら
れ
る
の
か
で
あ
る
。

印
度
本
節
用
集
は
、
そ
の
名
の
通
り
イ
部
天
地
門
の
は
じ
ま
り
が
「
印

度
」
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
が
、
上
田
万
年
・
橋
本
進
吉
（
一
九
一
六
）

で
は
「
此
の
巻
頭
の
語
を
同
じ
う
す
る
諸
本
は
、
所
収
の
語
、
門
の
立
て

や
う
な
ど
に
於
て
も
亦
其
の
特
徴
を
同
じ
う
す
る
點
が
あ
る
」（
上
田
・
橋

本
一
九
一
六
：
四
）
と
あ
り
、
節
用
集
の
は
じ
ま
り
が
同
じ
語
句
同
士
で
関

連
性
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
弘
治
二
年
本
を
見
て
み
る
と
、
朱
引
を
は

じ
め
と
す
る
書
き
入
れ
は
冒
頭
部
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
弘
治
二
年
本
に
お
け
る
朱
の
書
き
入
れ
は
、
本
文
と
同
じ

よ
う
に
継
承
す
る
も
の
と
し
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
引

の
引
き
方
が
誤
っ
て
い
る
の
も
、
た
だ
模
写
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ

の
付
す
場
所
を
誤
っ
た
の
だ
と
推
測
で
き
る
。

な
お
、
上
田
・
橋
本
（
一
九
一
六
）
で
は
弘
治
二
年
本
に
つ
い
て
、「
用

紙
は
稍
薄
い
方
で
あ
つ
て
、或
は
原
本
と
影
模
し
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
」

（
上
田
・
橋
本
一
九
一
六
：
一
〇
）
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
原
本
で
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は
朱
引
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
影
模
し
た
際
に
朱
引
が
失
わ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
部
に
あ
っ
た
規
範
意
識
に
よ
っ
て
、
朱

引
が
は
じ
め
の
数
カ
所
に
の
み
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
印
度
本
節

用
集
に
朱
引
は
付
す
も
の
」
と
い
っ
た
規
範
意
識
が
存
在
し
た
た
め
に
、

少
な
い
な
が
ら
も
朱
引
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
。

冒
頭
部
の
規
範
意
識
は
、
他
の
節
用
集
で
も
見
ら
れ
る
。
堯
空
本
と
両

足
院
本
は
兄
弟
関
係
に
あ
る
（
中
田
祝
夫
一
九
八
〇
：
一
一
）
が
、
ど
ち
ら
も

冒
頭
の
「
天
竺
」
に
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
他
の
印
度
本
節
用
集
で

は
朱
引
が
付
さ
れ
て
い
る
「
天
竺
」
だ
が
、
堯
空
本
と
両
足
院
本
の
み
朱

引
が
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
冒
頭
部
の
み
の
比
較
で
あ
る
た
め
仮

説
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
、
朱
引
が
冒
頭
部
の
み
で
も
規
範
意
識
を
有

し
て
い
る
こ
と
は
、朱
引
が
あ
る
程
度
継
承
さ
れ
た
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

朱
引
は
全
て
自
由
に
引
か
れ
た
の
で
は
な
く
、一
定
の
共
通
理
解
の
も
と
、

引
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

節
用
集
に
朱
引
を
付
す
と
い
う
こ
と

こ
れ
ま
で
朱
引
の
体
系
的
な
研
究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ

に
、「
テ
ク
ス
ト
と
、
テ
ク
ス
ト
に
付
さ
れ
た
朱
引
と
は
関
係
が
薄
い
と

考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
朱
引
は
、
テ
ク
ス
ト
の
使
用
者
が

自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
言
葉
や
分
か
り
に
く
い
言
葉
に
対
し
て
朱
引
を
付

す
こ
と
で
内
容
を
理
解
し
た
と
い
う
使
い
方
を
さ
れ
た
と
想
像
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
朱
引
は
テ
ク
ス
ト
が
完
成
し
た
後
に
使
用
者
の
手
に
よ
っ
て

付
さ
れ
た
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
な
れ
ば

朱
引
は
い
つ
誰
の
手
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
の
か
判
断
で
き
な
い
。
実
際
、

朱
引
の
引
き
方
は
印
度
本
節
用
集
に
お
い
て
も
様
々
で
、
一
つ
の
節
用
集

内
で
も
朱
引
の
混
用
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
一

定
の
傾
向
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
例
え
ば
和
漢
通
用
集
で
は
、
書
名
の

朱
引
が
中
二
条
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
た
。

和
漢
通
用
集
は
徳
川
家
光
に
呈
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
か
、
門
の

順
序
が
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
節
用
集
は
門
序
が
部
に
よ
っ
て

異
な
る
の
だ
が
、
上
田
・
橋
本
（
一
九
一
六
）
で
は
和
漢
通
用
集
に
つ
い
て

「
門
の
順
序
も
、（
中
略
）
何
れ
の
部
に
於
て
も
順
序
が
一
定
し
て
、
乱
れ

た
所
は
殆
無
い
」（
上
田
・
橋
本
一
九
一
六
：
一
六
九
―
一
七
〇
）
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
他
、
佐
藤
貴
裕
氏
は
、
和
漢
通
用
集
に
つ
い
て
「
書
体
だ
け
で
な
く

全
体
と
し
て
も
整
然
と
し
た
印
象
が
あ
る
も
の
で
あ
る
」（
佐
藤
二
〇
一
九
：

三
六
八
）
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
の
「
整
然
と
し
た
印
象
」
は
、
朱
引
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
。
書
名
を
表
す
朱
引
が
中
の
管
朱
引
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

線
も
真
っ
直
ぐ
に
付
さ
れ
て
い
る
。
も
し
朱
引
が
メ
モ
の
類
で
あ
れ
ば
、

将
軍
に
呈
上
す
る
た
め
の
も
の
に
朱
引
は
付
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
あ
え
て
朱
引
を
記
し
、
丁
寧
に
付
し
て
い
る
点
を
見
れ
ば
、
和
漢

通
用
集
に
お
け
る
朱
引
は
テ
ク
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
付
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
言
え
る
。
全
て
の
朱
引
が
同
時
期
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
少

な
く
と
も
一
定
の
傾
向
は
見
て
と
れ
る
。

黒
本
本
に
お
い
て
も
、
朱
引
は
テ
ク
ス
ト
と
同
時
期
に
付
さ
れ
た
可
能
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性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
本
氏
は
『
黒
本
本
節
用
集
』（
白
帝
社
）
の

「
尊
経
閣
蔵
古
鈔
本
節
用
集
解
説
」で
、「
こ
の
本
の
本
文
は
全
部
一
筆
で
、

到
る
処
朱
で
加
へ
た
句
読
点
や
符
号
の
類
も
亦
同
筆
と
思
は
れ
る
」
と
し

た
後
、「
想
ふ
に
、
こ
の
本
の
付
録
は
、
も
と
京
中
小
路
名
ば
か
り
で
あ

つ
た
の
を
、
後
に
そ
の
前
後
の
余
白
に
、
そ
の
他
の
も
の
を
書
き
加
へ
た

の
で
あ
ら
う
。（
こ
れ
等
の
付
録
と
同
筆
の
書
入
は
本
文
中
に
も
あ
る
。

即
ち
セ
部
官
名
門
全
部
が
そ
れ
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
も
朱
は
加
へ
て
な

い
）」
と
述
べ
て
い
る
（
橋
本
一
九
六
七
）。
黒
本
本
に
お
け
る
朱
引
を
は
じ

め
と
し
た
数
々
の
朱
墨
は
同
筆
で
あ
る
が
、
新
た
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
テ

ク
ス
ト
で
あ
る
付
録
や
セ
部
官
名
門
に
は
朱
墨
が
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
黒
本
本
の
朱
引
は
、
テ
ク
ス
ト
書
写
後
、
付
録
・

セ
部
官
名
門
を
書
き
加
え
る
前
の
ど
こ
か
で
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

朱
引
は
節
用
集
を
利
用
す
る
過
程
で
付
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
編
纂
段
階

に
近
い
段
階
で
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
編
纂
者
と
全
く
同
一
人
物
の
手

に
よ
る
も
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
後
世
の
不
特
定
人
物
が

独
自
に
付
し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
朱
引
は
テ
ク
ス
ト
と
無
関
係
な
も
の
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
朱
引
は
読
者
が
自
分
の
た
め
に
付
し

た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
編
纂
者
（
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
し
い
者
）
が
付
し
た

も
の
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
朱
引
は
付
さ

れ
た
の
か
。
佐
藤
氏
は
、
古
本
節
用
集
に
お
け
る
読
者
へ
の
意
識
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
本
節
用
集
の
ほ
と
ん
ど
は
写
本
な
の
で
不
特
定
多
数
向
け
の
も

の
と
は
言
い
難
い
が
、他
に
対
す
る
配
慮
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
イ
ロ
ハ
各
部
の
始
ま
り
を
し
め
す
の
に
、
伊
・
路
・
波
・

仁
な
ど
の
真
仮
名
を
用
い
る
が
、
こ
の
一
字
だ
け
に
一
行
を
割
り
あ

て
て
、
直
前
の
部
と
の
境
界
を
際
立
た
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
中
略
）
内
容
面
で
は
、
固
有
名
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
に
朱
引
が
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
は
、
構
成
・
内
容
を
す
ば
や
く
的
確
に
悟
ら
せ

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
再
読
の
編
者
・
書
写
者
自
身
も
ふ
く
め
た

「
利
用
者
」
を
意
識
し
た
工
夫
と
捉
え
ら
れ
る
。

（
佐
藤
二
〇
一
九
：
三
六
二
）

朱
引
が
付
さ
れ
た
の
は
、「
構
成
・
内
容
を
す
ば
や
く
的
確
に
悟
ら
せ

る
た
め
」
だ
と
い
う
。
確
か
に
語
を
目
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
内
容

を
す
ば
や
く
的
確
に
悟
ら
せ
る
」
よ
う
な
工
夫
は
見
て
と
れ
る
。

例
と
し
て
黒
本
本
に
お
け
る
朱
の
傍
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
黒
本
本
に

は
、「
夷
中
」（
二
オ
）
の
注
「
・
又
為ㅡ

中ㅡ

・
又
云
田ㅡ

舎ㅡ

」
の
よ
う
な
朱
の

傍
点
（
以
下
「
朱
点
」
と
呼
ぶ
）
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
「
内
容
を

正
確
に
悟
ら
せ
る
」
た
め
で
あ
ろ
う
。
朱
点
は
「
或
」「
或
作
」「
又
云
」

と
い
っ
た
語
の
後
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ナ
カ
と
読
む
漢
字
に
つ

い
て
、「
夷
中
」
と
書
く
こ
と
も
「
為
中
」「
田
舎
」
と
書
く
こ
と
も
で
き

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
他
「
鸚
鵡
」（
七
五
ウ
）
の
注
に
は
「
能
言

也
・
其
声
色
常
呼
煎ㅡ

茶ㅡ

」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
朱
点
は
現
代
に
お
け
る

カ
ギ
カ
ッ
コ
と
同
様
に
強
調
の
意
味
を
示
す
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
連
続
す
る
文
字
に
朱
点
を
施
す
こ
と
で
見
や
す
く
し
た
の
で
あ
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ろ
う
。

な
お
、
こ
う
し
た
朱
点
は
黒
本
本
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の
節
用

集
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
永
禄
二
年
本
で
は
「
―
―
―
―
―

―
―
推
枕
軒
中
聴
雨
眠
」（
三
〇
頁
）
な
ど
に
朱
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
和

漢
通
用
集
で
は
「
鶏
腸
草
」（
三
二
頁
）
に
朱
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
黒
本
本
以
外
で
朱
点
を
付
し
て
い
る
例
は
か
な
り
少
な
く
、
そ
う
し

た
意
味
で
黒
本
本
は
特
殊
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

朱
点
に
お
い
て
は
利
用
者
へ
の
意
識
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
と

朱
引
に
お
い
て
利
用
者
へ
の
意
識
「
だ
け
」
を
目
的
と
し
て
付
し
た
と
考

え
る
と
、
不
可
解
な
点
が
い
く
つ
か
出
て
く
る
。
黒
本
本
の
「
―
―
―
―

―
―
―
推
枕
軒
中
聴
雨
眠
」
は
、
本
来
朱
点
で
あ
る
箇
所
を
線
に
し
た
た

め
右
の
朱
引
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
、「
内
容
を
す
ば
や
く
的
確
に
悟

ら
せ
る
」
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
書

名
を
表
す
際
に
中
の
管
朱
引
と
左
の
朱
引
と
の
二
種
類
が
共
存
し
て
い
る

節
用
集
が
多
く
、
こ
れ
も
利
用
者
に
混
乱
を
招
く
原
因
に
な
る
。
そ
も
そ

も
節
用
集
は
語
句
の
意
義
に
よ
っ
て
分
類
・
配
列
さ
れ
て
い
る
た
め
、
わ

ざ
わ
ざ
朱
引
を
付
さ
な
く
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
人
名
門
に
収
め
ら
れ

た
語
句
は
人
の
名
を
表
す
の
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
朱
引
を
付
し
て
ま
で
人

名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
性
は
な
い
。

確
か
に
、朱
引
を
付
す
こ
と
で「
内
容
を
す
ば
や
く
的
確
に
悟
ら
せ
る
」

効
果
は
あ
る
。
朱
を
付
す
こ
と
で
そ
の
語
句
が
強
調
さ
れ
、
一
瞥
し
た
だ

け
で
内
容
が
わ
か
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
朱
引
は
そ
の
よ

う
な
利
用
者
へ
の
意
識
を
第
一
の
目
的
と
し
て
付
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

も
う
一
つ
何
か
別
の
理
由
が
あ
っ
て
付
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
弘
治
二
年
本
に
見
ら
れ
た
規
範
意
識
で
あ
る
。
た
だ
「
朱
引
は
付

す
も
の
」
と
い
う
認
識
だ
け
を
踏
襲
し
、
朱
引
が
付
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
朱
引
は
節
用
集
に
付
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
丁
寧
に
テ
ク
ス
ト
を
読

ん
で
検
討
し
な
が
ら
付
す
も
の
で
は
な
い
た
め
に
、
弘
治
二
年
本
の
よ
う

に
朱
引
の
少
な
い
節
用
集
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
規
範
意
識
が
ど
の
段
階
で
生
じ
た
の
か
、
本
稿
の
調
査
範
囲

だ
け
で
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
お
そ
ら
く
伊
勢
本
か
ら
印
度
本
へ
分
派

し
た
際
に
語
の
意
味
を
重
要
視
し
た
編
纂
意
図
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
朱
引

を
付
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
佐
藤
氏
は
「
印
度
本
で
は
、

付
録
を
よ
り
多
く
設
け
る
こ
と
が
一
つ
の
改
編
目
的
だ
っ
た
と
見
て
よ

い
」（
佐
藤
二
〇
一
九
：
三
六
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
編
纂
者
の
意
図
と
し
て
、

語
を
た
だ
イ
ロ
ハ
で
並
べ
る
よ
り
も
、
付
録
と
し
て
語
を
ま
と
め
た
方
が

利
用
者
に
と
っ
て
便
利
だ
と
考
え
た
と
す
る
な
ら
ば
、
印
度
本
は
語
の
意

味
を
重
要
視
し
て
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
語

の
意
味
へ
の
重
要
視
か
ら
テ
ク
ス
ト
に
朱
引
を
付
す
こ
と
に
繋
が
り
、
後

に
こ
れ
が
形
骸
化
し
て
「
印
度
本
に
朱
引
は
付
す
も
の
」
と
い
う
認
識
だ

け
が
残
り
、弘
治
二
年
本
の
よ
う
な
節
用
集
が
出
現
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
朱
引
の
中
に
は
、
後
か
ら
書
き
入
れ
ら
れ

た
注
釈
と
い
う
よ
り
も
、
編
纂
段
階
で
付
さ
れ
た
、
テ
ク
ス
ト
と
関
係
の

深
い
も
の
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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使
用
テ
ク
ス
ト
一
覧

倭
読
要
領
：『
倭
読
要
領
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
九
年
）

和
漢
三
才
図
会
：『
和
漢
三
才
図
会
』（
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
）

天
正
十
八
年
本
節
用
集
：『
節
用
集

天
正
十
八
年
本
』（
白
帝
社
、
一
九
六
一
年
）

黒
本
本
節
用
集
：『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
20
節
用
集
黒
本
本
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
九

年
）

弘
治
二
年
本
節
用
集
：『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
〇
年
再
版
）

永
禄
二
年
本
節
用
集
：『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
〇
年
再
版
）

堯
空
本
節
用
集
：『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
〇
年
再
版
）

両
足
院
本
節
用
集
：『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
〇
年
再
版
）

和
漢
通
用
集
：『
印
度
本
節
用
集
和
漢
通
用
集
他
三
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、

一
九
八
〇
年
）

参
考
・
引
用
文
献
一
覧

上
田
万
年
・
橋
本
進
吉
（
一
九
一
六
）『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
紀
要
第
二

佐
藤
貴
裕
（
二
〇
一
九
）『
近
世
節
用
集
史
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

中
田
祝
夫
（
一
九
八
〇
）『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研
究
並
び
に
総
合
索
引
―
索
引
篇
―
』

勉
誠
社
、
一
九
八
〇
年
再
版

橋
本
進
吉
（
一
九
六
七
）「
尊
経
閣
蔵
古
鈔
本
節
用
集
解
説
」『
黒
本
本
節
用
集
』
白
帝
社

森
ま
さ
し
（
二
〇
〇
二
）「
朱
引
考
―
主
に
文
禄
本
『
平
家
物
語
』
の
朱
引
を
め
ぐ
っ
て
」

『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
六
巻
、
第
三
・
四
号
、
三
三
―
四
八
頁

注
①
た
だ
し
黒
本
本
以
外
は
使
用
し
た
複
製
本
が
白
黒
印
刷
で
あ
り
、
判
別
が
困
難
な
箇
所

も
多
い
。

②
「
―
―
―
―
―
―
―
」
は
同
符
号
を
表
し
、
こ
こ
に
は
見
出
し
語
の
「
人
間
万
事
塞
翁

馬
」
が
入
る
。

［
か
じ
も
と

れ
ん

本
学
卒
業
生
］

一
〇
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